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進捗報告書（実⾏団体） 
 

● 提 出 ⽇ ： 2022 年 10 ⽉ 3 ⽇ 
● 事 業 名 ： 児童養護施設等を退所後に困難を抱えた若者⽀援の充実・強化事業 
● 資⾦分配団体 ： 中国 5 県休眠預⾦等活⽤コンソーシアム 
● 実 ⾏ 団 体  ： 特定⾮営利活動法⼈⼦どもシェルターモモ   
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時期 現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 

アフターケア
事業を継続し
て⾏うことが
できる 

拠点を活かし
⼦どもの⾃⽴
の準備が整う 

⽀援を⾏った
対象者のケー
ス記録・検証と
事例を蓄積し、
未来の⽀援に
役⽴てられる。 
事例：10 件程
度 

2021〜2022 年
度中 

・「しぇあるーむ」の設置を通じた⽀援の実施 
新拠点を活⽤し、企業や個⼈等からの物資を選び持ち帰るため
の部屋を開設。2021 年末から試験的に取り組みをはじめ、2022
年 4 ⽉から本格的に運⽤を開始。アフターケア利⽤者のほか、
児童養護施設や⾃⽴援助ホームを退所する前の⼦も取りに来
られるようにしている。これまで繋がりがなく、新規に利⽤す
るかもしれないという⼦どもにとって⾜を運んでもらうため
の動機づけができ、物資の提供から⽀援の⼿がかりや関係をつ
くるきっかけになっている。 
提供する物資は「アマゾンほしいものリスト」を通じ個⼈寄付
者から寄せられるもののほか、社会福祉協議会や他の NPO 法
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⼈を通じて提供されるものもある。⼦どもたちが⾃分では使わ
ないものを持ってくることもある。 
・⼿作りのお弁当の提供を通じた⾷⽣活の⽀援 
毎週⽊曜⽇、ボランティア 2 名がお弁当を作り、来所する⼦ど
もたちへ無償で提供している。県内のフードバンクのほか、コ
ストコ等を通じ⾷材の⽀援を受けている。 

アフターケア
事業を継続し
て⾏うことが
できる 

⼗分な⾃⽴⽀
援が提供でき
る 

⼦どもたちが
ＳＯＳを出せ
る先が複数あ
り、⼈への信頼
感を持てるよ
うになる。相談
先：1 ⼈ 3 件以
上 

2021〜2022 年
度中 

・他の⽀援機関(NPO 等)との連携 
継続しているが、⼦どもたちから「いますぐ就労したい」とい
うニーズがなく、実際の就労⽀援については下半期において実
施していない。就労⽀援を得意とする他機関から⽀援のノウハ
ウを学んでいる段階。 
・他事業所との新規接点の開拓 
拠点の近郊に、別法⼈が運営する就労移⾏⽀援事業所が新たに
開設された。距離が近いこともあり、希望する⼦どもを相互に
紹介しあうなど⽀援の連携が期待できる。 
・アフターケア事業に関する政策提⾔の実施 
他県の 3 か所のアフターケア事業所に対するヒアリングを⾏
い、実施事業や経費等について調査を実施。岡⼭市では含まれ
ていない経費について今後予算化を求めるための資料を作成
した。また、⼦ども⽀援団体による活動報告会において提⾔を
⾏った。 

２ 

２．⼈材養成講
座を実施する 

平⽇⽇中の活
動に必要なス
タッフ数が確

・⾮常勤スタ
ッフの関わり：
常時 

2022 年度中 昨年度はコロナの影響で開催を⾒送ったボランティア養成講
座について、今年度初めてオンラインで開催した。講義中⼼の
基本的な内容をベースとしながら、各回終了後は参加者どうし
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保できる ・継続するた
めの⼈材：約 3
⼈以上 
・⾮常勤スタ
ッフの関わり：
常時 

の意⾒交換の時間を設けフィードバックを⾏った。また最終回
では先輩ボランティアから「実際に活動してみての学び」等を
話す機会を設け、座学から実際の活動に参加するまでの誘導の
設計を⾏った。受講⽣ 71 名のうち 20 名がボランティアとして
の活動を希望している。 
受講⽣を対象に録画を配信しフォローアップを⾏うほか、活動
の申込みのあった 20 名に対しては事前の⾯談やヒアリングを
丁寧に⾏い、活動の継続に必要な⼈材の確保を⽬指している。 
・常勤職員の中から、ボランティアコーディネーター２名を選
任。希望者への事前⾯談と活動に関する説明を⾏ったのち、実
際の施設を事前に⾒学してもらうことでミスマッチを防ぐ取
り組みを⾏った。10 ⽉から実際に活動へ⼊ってもらうことを調
整中。現在 12 名を対象に、活動の趣旨や⽀援の⽅向のすり合わ
せを丁寧に⾏っている。 

３．各養護施設
に配置される
⾃⽴⽀援コー
ディネーター
との合同研修
を実施する 

関係機関が連
携して⾏うア
フターケア⽀
援の仕組み形
成 

切れ⽬なく⽀
援を⾏うため
の関係性がで
きる。 
情報交換開催
数：年 2 回以上 

毎年度、コーデ
ィネーター配
置の都度 

・今年度より岡⼭市が⼦ども福祉団体の⽀援者向けに勉強会を
開催しており、そこへの参加を通じ児童養護施設の⾃⽴⽀援コ
ーディネーターとの接点が持てている。 
・下半期において、⽀援者を対象に勉強会を開催する。10 ⽉に
神奈川のアフターケア実施団体の所⻑、12 ⽉に厚労省の⼦ども
家庭局総務課の課⻑補佐を講師として招き、制度情報等に関す
る情報共有と連携づくりを実施予定。現在、県内の児童福祉施
設、児童相談所、⾏政担当課などに呼びかけを⾏っている。 
・作業療法⼠による内部勉強会の開催 
内部スタッフ向けではあるが、法⼈内で複数施設を運営してい
るため、施設間のスタッフ連携を⾼める機会としても位置付け
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ている。各担当者が⼦どもたちへのかかわり⽅について対応ケ
ースを持ち寄り、講師がアドバイスを⾏う。⼦どもの⾏動につ
いてどういった視点でかかわるとよいか等、法⼈内の職員間の
情報共有・交流の場にもなっている。外部の視点が⼊ることで、
疎遠であった各施設のスタッフ同⼠が意⾒を⾔い合えるよう
になり、連携がとりやすくなっている。 

４．企業など、
関連機関との
⽀援ネットワ
ークの構築 

就業機会の提
供等協⼒率が
⾼まる 

⼦どもたちに
とって 、 就職
先の選択 
肢が広がる。企
業の協⼒によ
るプログラム
開発：5 件程度 

事業終了時点 コロナの影響を受け、2021 年下半期よりロータリークラブとの
定例の情報交換会議は中⽌となっていたが、9 ⽉から再開して
いる。 
・NPO 法⼈オカヤマビューティサミット 
シングルマザーの資格取得・就労⽀援事業として、フェイシャ
ル・ボディ各講座を実施している。美容業界への就労を⽬指す
利⽤者対象者の受講について調整を⾏う。 
10 ⽉から⽀援者向けの講座を主催されており、そこへ講師とし
て専務理事が登壇予定。スタッフも参加者として受講予定。 
・認定 NPO 法⼈ペアレント・サポートすてっぷ 
岡⼭県倉敷市で発達障がい児の保護者⽀援を⾏っている。保護
者の居場所「うさぎカフェ」や、保護者たちのハンドメイド作
品のオンラインショップの運営などを⾏っている。 
3 ⽉にはハンドメイド作家 3 名に新拠点に来てもらい、ワーク
ショップを実施。のべ 4 名が参加し、ビーズ等を使ってのアク
セサリーやミシンを使っての作品作りに取り組む。4 ⽉にはす
てっぷ主催のハンドメイドのイベントにブース出店。4 名が作
品を出品。うち 1 名は現地で似顔絵の実演販売も⾏う。何れの
作品もほぼ完売し、⾃⾝の作品の売上を受け取った出品者たち
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は歓喜していた。今後はこうした取り組みを⾃団体で継続的に
実施するための体制づくりを⾏う。 
・⾃⽴援助ホーム連絡会 
岡⼭県内に拠点を置く他の⾃⽴援助ホームの実務担当者との
オンライン情報交換会へ参加。⽀援に関する知識の共有等を⾏
っている。 

 
＊進捗状況：1計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3計画より遅れている、4その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 

2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 

3. (任意）活動に関する報告 
 

 
③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 
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2. 広報 

1. メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
・2022 年 07⽉ 31 ⽇(⽇)朝刊 コラム掲載 
https://blog.canpan.info/npokayama/img/220731sanyonews_kotomofund.pdf 
 

・2022 年 07⽉ 31 ⽇(⽇) KOTOMO基⾦ 第３回活動報告会「透明な⼦どもたち」〜⼦どもの権利が奪われる背景について考える〜 
 https://youtu.be/r7ZMSB-jJbw 
 
 ※第三部において、本事業の紹介ならびにアフターケア事業に対する政策提⾔の話題提供を実施。 
・2022 年 08⽉ 01 ⽇(⽉)朝刊記事 
「⼦ども困難解決 訪問型⽀援強化を 岡⼭でＫＯＴＯＭＯ基⾦活動報告」 

 https://www.sanyonews.jp/article/1290938 
 
・2022 年 08⽉ 29⽇(⽉)朝刊 提⾔について掲載 
 https://blog.canpan.info/npokayama/img/220829sanyonews_kotomofund.pdf 
 

2.広報制作物等 
ニュースレターＮｏ22（2022 年 5 ⽉ 31 ⽇発⾏） 
https://shelter-momo.org/cgi-bin/topics/index.cgi?c=zoom&pk=90 
本事業を通じ開催した、ボランティア養成講座の開催について掲載 
 
3.報告書等 
なし 
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4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
2022 年 4 ⽉ 29⽇(⾦) 
ハンドメイド・マーケット in総社＠FLCB 
認定 NPO 法⼈ペアレント・サポートすてっぷ主催のイベントにブース出展、トークセッションに登壇。 
https://www.facebook.com/peasapo/posts/pfbid02qCNLmGcH1wyjqs31q8qTq8ABL1Wujpe1qxU9sYyKg52h6rUcXMUQMw8BzGkfKhz5l 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
「認定 NPO 法⼈ペアレント・サポートすてっぷ」のハンドメイドの作家によるワークショップ 

(第 1回)アクセサリー作り  (第 3回）ミシンを使った縫物作り 
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 作業療法⼠によるコンサルテーション 

 利⽤者による寄付者への感謝を伝える「ありがとうプロジェクト」（しぇあるーむ内） 

 
  


